
物理チャレンジ 2010 第１チャレンジ実験課題 

 

＜氷の密度をはかってみよう＞ 

 ものには重いもの，軽いものがありますが，物質の性質としては，同じ体積で比較する

必要があります。単位体積あたりの質量を密度といいます。密度をはかりやすいものとは

かりにくいものがあるでしょう。 

 そこで，自分なりの工夫をして，氷の密度をはかってみてください。 

  また，可能ならば他の方法で氷の密度をはかって，比較してみてください。 
 
＜安全上の注意＞ 
 冷凍庫の温度は－20℃くらいですので，冷凍庫から取り出したばかりの氷は，非常に冷

たく，素手でさわると手にくっついたりします。長時間氷にさわっていると凍傷になるこ

とがあるので注意すること。 
 

【レポートの書き方および形式】  

１．自分がどのような考えにもとづいて，どのような実験および観察・測定を行った

のか，他の人に分かるように，しかも他の人が同じことを繰り返して実験できるよう

に詳細なことまで記述すること。とくに，自分で工夫したこと，そのもとになった考

えや調べたことを明確に書くと独創性の高いレポートとなります。  

 

２．レポートはA４版のレポート用紙に書き，ホームページで公開されるレポート表紙

のページをプリントアウトし，必要事項を記入して表紙としてください。散逸を防ぐ

ために必ずホッチキスで綴じて提出すること。なお写真やグラフをレポートに添える

場合にも，A4版のレポート用紙に貼り付け，一緒に綴じて提出すること。  

 

３．レポートは次の７つのセクションに分けて書いてください。  

(1) 実験の目的  

このレポートで何を報告するのか，何を目的とした実験なのか，などをはじめに書

きます。レポートを書くのは，実験やデータの解析が終わって結論が得られてからに

なります。特に，自分なりの視点，自分の独創性がどこにあるのか，このセクション

にあらかじめ書いておくとよいです。レポートの表題もそれらが反映されたものであ

ることが望ましいです。  

(2) 実験手法  

実験の原理，装置や計測器具の説明，測定方法などを詳しく述べます。つまり，こ

のセクションを読んで，他の人が同じことを繰り返して実験できるために必要な情報

はすべて書きます。写真や模式図などを活用するとよいでしょう。  

(3) 実験結果  

観察や測定の結果をまとめ，そこから直ちに明らかになったことを述べます。実験
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結果は数値の羅列ではなく，グラフや表などを上手に使ってわかりやすく表現します。  

(4) 考察  

実験結果を解析し，どのようなことが明らかになったか，あるいは明らかにならな

かったかを述べます。その際，実験誤差などについての考察も行うとさらによいです。

また，改善の余地や解明できなかったことなどがある場合には，そのことも指摘する

と，あなたの後に続く「後輩」に有益な情報となり，科学の発展に寄与することにな

ります。  

(5) 結論  

「(1)実験の目的」に照らしあわせ，実験およびその解析の結果，どのような結論が

得られたのか述べます。これはあくまでも結論であって単なる実験の結果ではないの

で注意すること。 

(6) 参考資料  

実験の実施やレポート作成にあたり，参考にした本や論文，インターネットのサイ

トなどをリストアップします。それぞれの資料に番号をつけ，セクション「(1)実験の

目的」～「(5)結論」の中で引用するときは，その番号で引用すること。参考資料から

仕入れた他の人の発想や考えを自分のもののようにレポートに書くのは一種の盗作で

あるので，それらの出所を明示することは重要です。 

(7) 共同実験者と役割分担  

もし実験や解析を先生や友達など他の人と協力して行った場合には，名前を挙げ，

その人たちおよび自分の役割分担を明確に記します。また，先生をはじめ他の人から

助言などを受けたときは，それも明記すること。 
 
４．レポートは個人で，独自のものを書くこと 
 共同で実験を行い，データが共通でも，レポートは個々人で独自のものを書いてく

ださい。考察などがまったく同じ文章だった場合，採点の対象とできないことがあり

ます。 
 
【評価の観点】  

・実験や解析の内容もさることながら，レポート自体がわかりやすく要領よくまとめ

てあるかどうかも重要な評価のポイントです。グラフや写真，模式図などを有効に利

用してわかりやすく表現することが大切です。  

・実験や解析に，あなた自身の工夫がどのように入っているのかも重視した評価をし

ます。だから，レポートは自分の独創性がはっきり分かるように書く必要があるので

す。高価な材料や高価な測定装置を用いたレポートを高く評価するとは限りません。  

・本やインターネットを参考にしたり，あるいは先生や友人と相談しても構いません

が，最終的には，すべてのセクションを自分の考えにもとづいて自分のことばで書い

てまとめてください。  

【レポートの提出について】  

物理チャレンジ2010第1チャレンジ実験課題レポートの提出期限は，2010年5月31日
（月）（当日消印有効）です。みなさんに，時間をかけてじっくりと取り組んでいた
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だくため，参加申し込み受付よりも早めに公開しています。ぜひ自分らしさを発揮し

たレポートに挑戦してみてください。優秀な実験課題レポートは，理論コンテストの

結果にかかわらず表彰する予定です。  

なお，実験課題レポートは，物理チャレンジ2010の参加申込みをして，第1チャレン

ジ番号をもらったうえで提出してください。  

参加申込み受付期間は，2010年4月1日から30日までです。参加申込み方法などの詳細

は，2010年3月にホームページ（http://www.phys-challenge.jp）および募集要項・ポスタ

ーなどでご案内します。  
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